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JR バス盛岡分会は、夏季手当妥結結果を受けて、組合員の切実な思いを「組合員の声」として職

場掲示しました。「コロナ禍で奮闘する社員へ投資するべき」「労働環境が最悪だ」など、コロナ禍の

中、黒字化に向け安全輸送を担い奮闘してきたからこそ、多くの切実な声が出されました。 

その「組合員の声に」対し現場長は 

「ダイヤがきついなら盛岡を楽にしてあげましょう。その代わり２０人の転勤が発生する」 

「楽にしたいならダイヤを減らし支店を縮小する可能性がある」 

など、組合員の声を利用し脅しともとれる言動がされています。 

そもそも組合掲示版に掲示した内容を問題にしてくることは、組合活動への支配介入であり不当労

働行為です。 

コロナ禍の危機的状況を乗り越え「JR 東日本の構造改革」を担うのは「現場の組合員」であり「人」

です。現場の声に耳を貸さず、脅しともとれる言動で「本音の声」を封殺することがまかり通っては

「モノ言えぬ職場」になってしまいます。安全を守り、コロナ禍の危機的状況を乗り越えるためには、

不当労働行為のない、全社員が安心して働ける職場でなければなりません！ 


